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子どもたちが新世紀の担い手として成長してくれる
ことを願い、「あきたっ子」としました。

「
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
祭
」

　
す
っ
か
り
夏
の
定
番
と
な
っ
た

こ
の
祭
り
も
今
年
で
０１
回
目
。

　
市
内
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か

ら
も
多
数
の
参
加
者
が
集
う
。
そ

し
て
節
目
で
あ
る
今
年
「
地
域
づ

く
り
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
、

ま
す
ま
す
活
気
づ
い
て
い
る
。

　
秋
田
の
民
謡
の
掛
け
声
を
冠
し

た
こ
の
祭
り
は
、
若
者
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
散
の
場
で
あ
る
ば
か
り
か
、

世
代
を
超
え
た
地
域
の
交
流
を
生

む
い
わ
ば
市
民
参
加
型
の
祭
り
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
秋
田
の
風
物
詩
と
し

て
長
く
愛
さ
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
。



Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
自

治
会
、
商
店
街
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス

ー
パ
ー
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

み
、
学
校
の
支
援
組
織
を
つ
く
っ

た
り
、
保
護
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化

す
る
国
際
社
会
の
な
か
で
、
日
々

急
速
に
発
展
、
進
化
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
、
高
性
能
の
情
報
端

末
機
能
を
備
え
た
携
帯
電
話
の
普

及
、
マ
ル
チ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
双

方
向
性
に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
の
到
来
な
ど
、
高
度
情

報
通
信
化
時
代
に
お
け
る
「
メ
デ

ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
の
推

進
は
急
務
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
保
護
者
は
、
何
も
か
も
学

校
に
任
せ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

安
易
な
依
存
は
止
め
、
家
庭
も
地

域
社
会
も
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

る
場
」
づ
く
り
に
今
一
度
真
剣
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
と
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
存
在
意
義
」
を
共
に
考
え
な
が

ら
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活

動
を
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長
　
赤
田
　
英
博

　
中
央
教
育
審
議
会
と
教
育
再
生

会
議
の
双
方
で
、
教
育
改
革
が
叫

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
わ

か
り
づ
ら
い
教
育
改
革
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
の「
ゆ
と
り
教
育
」

や
「
総
合
的
な
学
習
」
が
「
学
力

の
向
上
」
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
状
況
で
す
。

　
教
育
改
革
の
基
盤
整
備
が
、
子

ど
も
や
教
師
、
我
々
保
護
者
を
置

き
去
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
拙
速

な
改
革
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

将
来
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
子

ど
も
た
ち
に
、
よ
り
よ
い
制
度
を

み
ん
な
で
創
っ
て
や
る
こ
と
こ
そ

が
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
社
会
を
震
撼
さ
せ
て
い

る
子
ど
も
へ
の
虐
待
や
、
凶
悪
な

犯
罪
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
い
じ
め

に
な
ど
、
社
会
環
境
の
悪
化
へ
の

対
応
は
、
学
校
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
家
庭
・
学
校

・
地
域
社
会
が
連
携
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
、
子
ど
も
を
育
て
見
守
る

機
能
を
補
完
す
る
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｐ
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秋田市小学校長会
旭川小学校長　　　　晴山　英明
秋田市中学校長会
御所野学院中学校長　米澤　喜彦

〈総務広報部担当〉
築山小学校　　　　　石川　忠則

〈生活安全部担当〉
秋田東中学校　　　　藤井　正人
仁井田小学校　　　　大坪純一郎

〈文化研修部担当〉
金足西小学校　　　　小野美智子

〈保健体育部担当〉
戸島小学校　　　　　鎌田　則幸

〈事務局長兼務〉
土崎中学校　　　　　相楽　　裕

〈事務局次長兼務〉〈県P連〉
豊岩中学校　　　　　鈴木　豊彦

秋田市小学校教頭会
豊岩小学校教頭　　　伊藤　英子
秋田市中学校教頭会
太平中学校教頭　　　堀井　隆司

旭南小学校　　　　　竹田　太朗
保戸野小学校　　　　佐藤　秀俊
飯島南小学校　　　　石井　浩一

広面小学校　　　　　佐藤真貴子
上北手小学校　　　　田子多津子
太平中学校　　　　　鈴木　重浩
雄和中学校　　　　　斉藤　二男

高清水小学校　　　　鎌田　法子
上新城中学校　　　　佐藤　裕三
秋田北中学校　　　　富樫　忠尚

下浜小学校　　　　　伊藤　　誠
秋田西中学校　　　　堀川　隆三
御野場中学校　　　　植村　厚子
河辺中学校　　　　　上田　　勝

事務局職員　竹嶋百合子

〈総務広報部長〉
日新小学校　　　　　小松　早苗

〈文化研修部長〉
土崎中学校　　　　　畠山　由美

〈生活安全部長〉
上北手小学校　　　　畠　真樹子

〈保健体育部長〉
大住小学校　　　　　渡辺　大輔

下浜中学校　　　　赤田　英博
金足東小学校　　　鈴木　善悦
外旭川中学校　　　渡邊　　勇
日新小学校　　　　菊地　　誠
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【中央地区】
保戸野小学校　小原　　祥
中　通　小　学　校　佐々木智子
旭　北　小　学　校　白沢　　啓
川　尻　小　学　校　渡邉　正宏
八　橋　小　学　校　渡部　和王
寺　内　小　学　校　小松　敏孝
秋田南中学校　新泉　博智
山　王　中　学　校　大高　三雄
秋大附属中学校　七山　慎一

【土崎地区】

土　崎　小　学　校　齋藤　秀子
港　北　小　学　校　明珍　　彰
土崎南小学校　渡邊　玲子
外旭川小学校　斉藤　浩芳
飯　島　小　学　校　渡辺　真弓
将軍野中学校　相馬　浩之
飯　島　中　学　校　佐々木明子

【東部地区】

旭　川　小　学　校　杉山由美子
桜　小　学　校　大山　博子
秋田東中学校　日影紀久子
太　平　中　学　校　加藤　政尚
下北手中学校　田村より子
城　東　中　学　校　中村　千博
桜　中　学　校　武田　正子

【西部地区】

日　新　小　学　校　佐京　宗史
豊　岩　小　学　校　嵯峨　　徹
浜　田　小　学　校　秋元　正人
秋田西中学校　大島　敏明
豊　岩　中　学　校　佐々木　隆
下　浜　中　学　校　平塚　久子
勝　平　中　学　校　船木　紀生

【南部地区】

牛　島　小　学　校　鈴木　雅人
仁井田小学校　今野　三悦
御所野小学校　橋田　直久
御所野学院中学校　阿部　　実

【北部地区】

上新城小学校　大森　孝志
金足西小学校　小野美智子
秋田北中学校　奈良　美可
上新城中学校　佐藤　勝男

【河辺雄和地区】

戸　島　小　学　校　佐々木栄子
河　辺　小　学　校　備後　佳子
川　添　小　学　校　永澤　淑彦
戸米川小学校　長谷川富紀
大正寺小学校　工藤　美嘉
岩見三内中学校　田中　和博
雄　和　中　学　校　堀井　秀美

６月24日(日)　城南中学校
　　　　　　親子早朝奉仕作業

７月９日(月)　日新小学校
　　　　全校合唱（1009人合唱）

６月16日(土)　中総体　開会式

（敬称略）



　
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
業
及
び

　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
予
定
事
業
に
つ
い
て

保
健
体
育
部
長
　
渡
　
辺
　
大
　
輔

　
今
後
の
実
施
事
業
は
、
九
月
八
日
（
土
）
に
、
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
の
会
場
で
す
が
、
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
、

秋
田
市
立
体
育
館
で
す
が
、
皮
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
河
辺
体
育
館
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
十
月
十
三
日
（
土
）
・
十
四
日
（
日
）
に
て
、
親
睦
野
球
大
会
を
実
施

し
ま
す
。
会
場
は
、
県
立
向
浜
四
面
球
場
で
す
。
今
年
は
、
国
体
開
催
の

為
に
、
予
備
日
の
確
保
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
晴
れ
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
二
月
頃
に
、
会
員
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
・
内

容
は
ま
だ
未
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
保
護
者
も
ル
ー
ル
を
守
る
姿
勢
を

生
活
安
全
部
長
　
畠
　
　
　
真
樹
子

　
六
月
十
四
日
、
生
活
安
全
部
員
研
修
会
を
秋
田
市
文
化
会
館

大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
通
学
路
の
安
全
確
保
に
係
わ
る

要
望
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
市
に
寄
せ
ら
れ
る
要
望
の
具
体
的

内
容
や
要
望
書
作
成
の
注
意
点
を
教
え
て
い
た
だ
き
、有
益
で
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
街
頭
指
導
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
誘
導
旗
の
使
い
方
、

誘
導
員
の
安
全
確
保
の
た
め
の
立
ち
位
置
等
に
つ
い
て
実
技
も
交
え
て
お

話
し
い
た
だ
き
、
誘
導
旗
は
運
転
者
・
歩
行
者
双
方
に
対
す
る
合
図
の
目

印
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、
正
確
に
操
作

す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
保
護
者
も
、運
転
者
・
歩
行
者

と
し
て「
止
ま
る
」、「
見
る
」、「
待
つ
」と
い
う
心
が

け
を
自
覚
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
姿
勢
を
子
ど

も
た
ち
に
示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
思
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
を
皆
様
の
今
後

の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
実
施
事
業
に
つ
い
て

文
化
研
修
部
長
　
畠
　
山
　
由
　
美

　
今
年
度
の
事
業
と
し
て
七
月
二
十
九
日
（
日
）
仁
別
国
民
の
森
に
て
、

ナ
ト
ゥ
ー
ア
・
秋
田
（
自
然
観
察
指
導
員
）
の
案
内
と
指
導
の
も
と
自
然

観
察
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
植
物
、
樹
木
、
自
然
環
境
、
水
質
な
ど
を

観
察
後
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
む
予
定
で
す
。
例
年
百
名
程
の
親
子
の
参

加
が
あ
る
そ
う
で
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
秋
に
会
員
研
修
会
、
十
一
月
頃
、
部
員
研
修
会
と
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
に
よ
る
「
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」
を
十
一
月
十
七
日

に
行
い
ま
す
。
携
帯
電
話
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
、
迷
惑
メ

ー
ル
、
架
空
請
求
、
有
害
サ
イ
ト
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
そ
の

対
処
法
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
　
　
　
見
る
人
、
読
む
人
の
こ
と
を
考
え
て

総
務
広
報
部
長
　
小
　
松
　
早
　
苗

　
総
務
広
報
部
の
今
年
度
の
活
動
と
し
て
始
め
に
、
各
学
校
の

総
務
広
報
部
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、「
会
報
の
作
り
方
研
修
会
」

を
六
月
二
十
三
日
に
、
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
秋
田
市
企
画
調
整
部
広
報
課
主
事
の
加
藤
直
樹
氏
を
迎
え
、

と
て
も
充
実
し
た
内
容
と
楽
し
さ
を
交
え

た
ト
ー
ク
に
一
時
間
半
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
年
三
回
発
行
の
会
報
「
あ

き
た
っ
子
」
と
市
Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
と
な
り
ま
す
。
原
稿
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
い
。

こ
の
一
年
、
皆
さ
ん
の
お
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
総
　
会
　
報
　
告

　
　
　
事
務
局
長
兼
副
会
長

相
　
楽
　
　
　
裕

　
平
成
十
九
年
度
定
期
総
会
は
五

月
二
十
七
日
に
文
化
会
館
に
お
い

て
、
高
橋
健
一
秋
田
市
教
育
長
を

は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
振
興

に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
方
々
に
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
吉
田
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
議
案
審
議
が
進
め
ら
れ

新
会
長
に
は
、
赤
田
英
博
氏
（
下

浜
中
）
が
平
成
十
七
年
度
来
二
度

目
の
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
功
労
者
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。
吉
田
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
旧
役
員
の
方
々
に
は
、

貴
重
な
お
時
間
を
割
き
本
会
の
た

め
に
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　

「
あ
き
た
っ
子
」
も
　
号
を

む
か
え
ま
し
た
。

　
名
前
の
通
り
、
秋
田
の
子
ど

も
た
ち
の
頑
張
る
姿
を
お
伝
え

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
御
野
場
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
加
賀
　
文
代
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